
日時

会場

2023年11月26日（日）13:50～16:30

現在、国際社会では各国企業に人権デュ―デリジェンス（DD）の実現を求めている。人権DDとは、自社の企業活動
が人権に抵触していないかどうかを自らチェックし、その結果を情報発信していくという一連の流れである。本シンポジウ
ムでは日本企業が直面せざるを得ない「ビジネスと人権」の課題について議論したい。

申込方法:経営関連学会協議会 ウェブサイト（http://www.jfmra.org/）に掲
載される「参加申込みフォーマット」から手続き願います。 申込締切:11月20日(火）
※詳細についても、同ウェブサイトに随時掲載します。
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経営関連学会協議会 主催 第19回公開シンポジウム

無料テーマ
グローバル化時代のビジネスと人権

～日本企業の新たな課題

明治大学 駿河台キャンパス 研究棟2階 第9会議室
最寄り駅:JR御茶ノ水駅、 東京メトロ 新御茶の水駅または神保町駅

（Zoomを併用したハイフレックス開催）

◆経営関連学会協議会 構成学会（2023年10月現在、経営・会計・商学・情報分野の57学会が加盟しています。）

本協議会事務局 〒112-0001東京都文京区白山4－37－30 株式会社UNIPH内 Email:info@jfmra.org
本協議会は、電子版英文ジャーナル JJM（Journal of Japanese Management)（ISSN:2189-9592）を発刊しています。
各加盟構成学会の正会員およびそれに準ずる会員は、投稿できます。投稿要領などは本協議会ウェブサイトをご覧ください。
＊ 各学会事務局におかれましては、本案内を学会会員の皆様に告知・広報して頂けますと幸いです
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● プログラム

開会ご挨拶： 上林 憲雄 （経営関連学会協議会理事長、神戸大学大学院経営学研究科教授）

第１部： 講演会 「グローバル化時代のビジネスと人権」

 「グローバル化時代のビジネスと人権～日本の課題と可能性」
後藤 健太（関西大学経済学部教授）

 「『人権を尊重する経営』に向けた企業の自主的取り組みの促進」
長谷川 知子（日本経済団体連合会 常務理事）

 「人権と企業利益とのバランス」
濱本 正太郎（京都大学公共政策大学院教授）

第２部： パネルディスカッション 「人権DDにおける日本企業の課題」

パネラー： 後藤 健太・ 長谷川 知子・ 濱本 正太郎

コーディネーター：上林 千恵子 （経営関連学会協議会副理事長、法政大学名誉教授）


